
〈課題〉  

● 災害時の備えができる

よう意識を高めていく

必要がある 

 

課題解決に向けて 

● 防災・防犯への備え 

● 避難が必要となった際

の備え（避難所体験） 

● 災害などの情報共有 

 

 

 

 

 

 

○ 防災・防犯研修会 

○ 避難所の設備表示 

○ 災害時状況把握 

○ 清掃活動（自治会） 

○ 常会 

 

〈課題〉  

● 高齢化が進んでおり、

地域内の交流の機会が

少なくなっている 

 

課題解決に向けて 

● 地域内の交流の推進 

   （事業の継続） 

● グラウンドゴルフの実

施 

● 常会の継続 

 

 

 

 

 

○ 研修会の開催 

○ グラウンドゴルフ大会 

○ 敬老会 

○ 運動会 

○ 健康体操 

○ 常会（自治会） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●大和地区データ                                （令和元年９月末現在） 

地区の人口   110 人  世   帯   数 60 世帯  

１ ４ 歳 以 下 0 人  一人暮らしの高齢者世帯数（※） 8 世帯  

１ ５～６４歳 48 人  高 齢 者 のみ世 帯 数 (※） 1 世帯  

６ ５歳 以 上 62 人  高 齢 化 率 （６５歳 以 上 ） 5６．４ ％ 

７ ５歳 以 上  39 人  後期高齢化率（７５歳以上） 35．5 ％  

地域の資源（特徴） 

旧大和小学校グラウンド・体育館、多目的集会所、公民館分館、消防団、老人クラブ、七宮七

堂、自治会数 3  など 

（特徴：旧山城町・池田町に属する自治会で構成。日常生活圏域としては旧大和小学校区とし

て活動実施。地域内の連携が強く、全域への情報共有・伝達がうまく行えている。）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

〈課題〉  

● 援助が必要となった人

の状況確認ができる体

制が必要 

 

課題解決に向けて 

● 健康増進（運動・栄養・

口腔・認知症） 

● 介護予防の推進 

● 見守りの充実 

 

 

 

 

 

 

○ ふれあい郵便 

○ 歳末訪問事業 

○ 健康体操 

○ 常会 

 

① 「地域の絆づくり」 

の推進 

② 「援助が必要な方

に対する支援」の推進 

“やさしく団結”大和まほろばの里 

 

大和地区のまちづくりプラン 

③ 「安全で安心豊かな

まちづくり」の推進 

≪ 継続して取り組んでいく事業 ≫ 

（※）は、65歳以上で、社会福祉協議会の地域福祉台帳への登録数（登録は任意） 


